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標本データベース

1．分　類 1．分　類

標本データベースとは自然史博物館などに保管されている標本の属性データ
（学名，和名，採集地，採集年月日などの文字データ）を収録したものであり，
研究や標本管理などに使用されている．
標本管理の歴史と標本データベース　魚類標本の体系的な収集が開始されたの

は18紀半ばであった．19世紀に入るとヨーロッパの国々が植民地開拓を本格的に
進め，それに伴って多くの魚類が世界のさまざまな地域で収集された．魚類標本
は同定された後，登録番号を与えられ，分類体系に従って標本室に保管された
（図1）．標本の学名や採集データ，採集年月日などは標本台帳に記録されるとと
もに標本ラベルに記載されて標本と一緒に保管された．
標本データを記録しておくことはきわめて重要である．魚類を含む生物は同一

の場所から採集された個体であっても，特徴が少しずつ異なる．また，生息する
地域が異なる地域個体群を比較すると，多かれ少なかれ特徴が異なる．生物には
変異が存在するため，標本データが記録されていないと，研究対象に見られる変
異がどのようにして生じたかを究明する上で大きな障害となってしまう．そのた
め，自然史博物館では標本の永続的な保管に努めるとともに，標本データを記録
して，いつでも参照できるようにしているのである．
標本は研究の材料であるから，研究者が必要とするときに標本室内で速やかに

検索できる体制が必要である．標本数が少なければ求める標本を標本室の中で探
すことは容易である．しかし，標本の増加につれて，検索にかかる時間は増大す
る．そして，複数の条件によって特定の標本を検索することは難しくなる．例え
ば，特定の地域で採集された特定の分類群の標本を探そうとすると，長時間を要
することになる．そこで，標本データを台帳から複数のカードに記録し，分類群
別や採集地別のカードを用いて検索する方法が考案された．この方法は，図書
カードを使用していた図書館の方法と同一である．しかし，標本数が十万を越え
るようになるとカードシステムを用いても，速やかな検索は難しい．また，カー
ドシステムでは多くの検索条件（学名，採集地，採集地の詳細な地形，採集年月
日，採集水深など）を用いることは不可能である．
この課題を解決するためにはコンピュータの登場を待たねばならなかった．

1980年代に入ると，パーソナル・コンピュータを使って標本データベースを構築
する試みが欧米で始まった．開発当初はコンピュータの能力が低かったため，複
雑な条件を設定して標本検索を行うと，数時間かかることもあった．しかし，標
本台帳や標本カードでは不可能な検索が可能となったのである．例えば，特定の

採集地から特定の時期に採集された複数の分類群の標本を検索することを日常的
に行えるようになった．検索に要する時間がかかる場合でも，検索条件を設定し
てコンピュータのキーボードを叩いて帰宅すれば，翌朝には検索結果が得られる．
標本データベースのない時代とは比較にならない便利さである．欧米で始まった
標本データベース構築はオーストラリアや日本でも採用され，その後，世界各地
の自然史博物館に広まった．
標本データベースの活用　自然史博物館は図書館と同じような機能を持ってい

る．標本を必要とする研究者が博物館を訪れれば，研究者が求める標本を研究の
ために提供する．遠隔地にいる研究者から要望があれば，標本を貸し出すことも
ある．多数の魚種の標本を大量に保管している博物館には，研究者の要望が殺到
する．このため博物館の標本管理者は研究者から届く標本閲覧や標本借用の要望
に追われることになる．標本データベースがなかったときには，標本を検索する
ために多くの時間を割かねばならなかったが，標本データベースの登場によって
標本管理を能率的に行えるようになった．現在では多くの博物館がホームページ
に標本データベースを公開しており，研究者は必要とする標本を検索できるよう
になっている．
標本データベースの今後　標本データベースの登場によって，標本管理者は

自分の博物館に不足している分類群や採集地を量的に把握することができるよ
うになった．つまり，標本データベースを用いることによって，標本の収集方
針を検討できるようになったのである．さらに，標本の採集地の詳細データ
（例：緯度経度）が記録されていれば，特定の分類群の採集地分布図を描けるよ
うになった．このような分布データを用いることによって，これまでは長い時
間を必要とした魚類相や分布パターンの研究も行えるようになった．さらに，
時系列に沿って，特定の魚類の出現パターンを比較することも可能となった．
標本データベースは自然史博物館の標本を活用するさまざまな研究を可能にし
たのである． ［松浦啓一］

図1　国立科学博物館の動物液浸標本室．魚類の標本棚の総延長は4 kmを越える［撮影：栗岩薫］
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硬骨魚類の新たな分類体系
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項目「魚類系統解析の歴史」に記したように，近年の分子系統学の急激な進歩
により魚類全体を網羅する系統関係の概要が明らかになってきた．その内容は，既
往の比較形態学的研究からは想像もつかなかったものが数多く，これまで多くの
人に使われてきた分類体系との乖離が目立ってきた．べタンクールら（Betancur-R 

et al., 2017）は，慣習的に使われてきた分類体系 （Nelson et al., 2016）からの脱却
を目指し，分子系統に基づく新たな分類体系を作成するための国際チーム（日米
仏）を組織した．彼らは，硬骨魚類514科のうち410科を網羅した1,990種から20

遺伝子座のDNA塩基配列データを集めて大規模な系統解析を行い，硬骨魚類の
新たな分類体系を提唱した．この新分類体系では，新たに73目と79亜目を認め（図
1），帰属不明な104科を除く410科を各目と亜目に配置した．以下，系統樹だけか
らは読み取れないスズキ類 （Subdivision Percomorphaceae=  Percomorpha）に
おける目・亜目レベルの大きな改訂部分について簡単な注釈を加える．
側棘鰭類の解体─アンコウ類はフグ類の親戚　かつて「側棘鰭類」（Paracanthop-

terygii）の中核をなしていたアンコウ目とアシロ目とガマアンコウ目がスズキ類
の一員となった．アンコウ目はフグ目の姉妹群であること（したがってきわめて
派生的な一群であること），アシロ目とガマアンコウ目はスズキ類の初期進化で派
生したグループであることがさまざまな分子データから確証されるに至った．ア
ンコウ目はユーペルカ系 （Series Eupercaria），アシロ目とガマアンコウ目はそれ
ぞれ独自の系 （Ophidaria/Batrachoidaria）に位置付けられた．
外洋で適応放散したペラジア類　「スズキ目」の6つの亜目に別々に分類されて

いた魚たちが，かつて外洋の深海に生息していた祖先種から適応放散によって分
化した単系統群であることが確証された．彼らの外部形態に共通する特徴を見付
けるのは困難だが，外洋の表層から深海にかけて生息する捕食性魚類という点で
一致している．その生態的特性にちなんでペラジア系 （Series Pelagiaria）と名付
けられた．ペラジア系はサバ目 （Order Scombriformes）のみを含み，形態的に
異質な17科から構成される．
ネズッポ類もヒメジ類もヨウジウオ類の仲間　もともとヨウジウオ類の仲間

（ヨウジウオ亜目）は，トゲウオ目の内部に位置付けられていたのだが，近年の分
子系統学的研究によりトゲウオ類とは縁遠いことが判明した．新たにヨウジウオ
類の近縁群として浮上してきたのが，セミホウボウ類，ネズッポ類，ヒメジ類とい
う，いずれもヨウジウオとは類縁関係を想定されてこなかった形態的に異質なグ
ループである．この単系統群は，ヨウジウオ系 （Series Syngnatharia）と名付け
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図1　硬骨魚類の新たな分類体系のベースとなった系統関係［Betancur-R. et al., 2017を改変］
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掃除行動
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魚類の体表につく外部寄生虫などを取って食べる行動は掃除行動と呼ばれ，イ
ンド・太平洋ではベラ科やチョウチョウウオ科など，カリブ海ではハゼ科など，
淡水域ではカワスズメ科など，約30科100種以上の魚類から報告されている．幼
魚のときだけたまに掃除をする種が多いが，幼魚から成魚まで掃除行動によって
餌を得ている種は，掃除魚と呼ばれている．
掃除魚ホンソメワケベラ　最も有名で詳しく研究されている掃除魚は，サンゴ

礁に棲むホンソメワケベラLabroides dimidiatusである．最大全長10 cmほどに
なる小魚で，口から尾

お

鰭
びれ

まで1本の黒帯が走り，その上下は体後半部では青みを
帯びるのが特徴である（図1）．この体色・模様が掃除屋の看板として認識されて
おり，多くの魚たちが集まってくる．
ホンソメワケベラは定住性が強く，主にいる場所のことをクリーニング・ステー
ションと呼んでいる．そこにやってきた魚たち（客）は，体の動きを止めて，掃
除しやすいようにポーズ（掃除請求姿勢）をとる（図1）．ホンソメワケベラはそ
の体表を丹念に調べ，主にウミクワガタ科の幼生など，寄生性の甲殻類を捕って
食べる．掃除魚にとっては，自分で餌を探しに行かなくても客が餌をもってきて
くれ，客にとっては寄生虫を駆除してもらって健康になるという，双方にとって
利益がある相利共生関係になっており，掃除共生と呼ばれている．魚食性の魚が
口を開けると，その中まで入って掃除をするが（図1中），掃除中に食われること
はなく，信頼関係が成り立っている．
寄生虫が多く付いた魚ほど掃除魚の前でポーズをとる時間が長いことから，ク

リーニング・ステーションを訪れる目的は寄生虫の駆除だと考えられる．また，
掃除の効果については，数年間にわたり掃除魚を除去し続けた実験区では，掃除
魚がいるコントロール区と比べて，①定住性のスズメダイ類の寄生虫の数が増え
て，成長率が低下する，②魚類全体の種類数および個体数が減少するという影響
がでることがわかっている．
共生か寄生か─騙しと罰　しかし，最近の研究によれば，実態はそれほど単純

ではないことがわかってきた．ホンソメワケベラの消化管内容物には，寄生虫の
他に，魚の鱗・皮膚・粘液が出てくる．水槽中で餌の選択実験をしてみると，ホ
ンソメワケベラは寄生虫よりも，他の魚の体表から取った粘液の方を好むことが
わかった．また，生きている魚を麻酔して動けないようにして，掃除請求のポー
ズをしている魚のようにホンソメワケベラの前に提示すると，寄生虫を探すこと
はせずに，もっぱら体表粘液を食べたという．

クリーニング・ステーションでポーズしている魚が，掃除魚につつかれた直後
に体をびくつかせ，急に逃げ出すことがある．あるいは，びくっとした後，掃除
魚を追いかけ回すことがある．これは体表（鱗・皮膚・粘液）をかじられたから
である．つまり，掃除すると見せかけて騙していることになり，この場面だけを
見れば，共生ではなく寄生と見なすことができる．この掃除魚の体表つつきとい
う騙しに対して，客の方は逃げる（掃除の機会を奪う），あるいは攻撃するという
罰を与えて，掃除魚の行動をコントロールしている．攻撃された掃除魚は，次に
同じ客が来たときには体表つつきを控えるようになる．
他の魚が掃除の順番待ちをしているときには，体表つつきの頻度は低下する．

つまり，第三者に見られているときには，騙しの頻度を抑えている．また，単独
で掃除しているときよりもペアで掃除しているとき（図1右）の方が，体表つつ
きの頻度は低い．体表つつきをすると，もう一方がそれを攻撃するからである．
客に逃げられないよう，嫌われないように，罰を与えていると解釈されている．
マッサージ効果　一方，掃除魚の方は，ポーズしている魚に対して寄生虫を駆

除する前に，腹
はらびれ

鰭や胸
むなびれ

鰭で客の体表に触れるという行動を繰り返す．このとき，
口は体表に向けておらず，もっぱら接触刺激を与えていることになる．このマッ
サージ効果によって，客のストレスホルモン（コルチゾール）の濃度が低下する
ことが，人工的な接触刺激を与える水槽実験によって確認されている．野外観察
においても，接触刺激を与えることで客がクリーニング・ステーションに滞在す
る時間が長くなること，および，体表つつきをした際に逃げるあるいは攻撃する
頻度が低下することがわかっている．つまり，掃除魚はマッサージすることに
よって，客の行動をコントロールしている．
この掃除魚ホンソメワケベラそっくりの擬態種が幾つか知られている．なかで

もニセクロスジギンポAspidontus taeniatusは体形・体色ともによく似ており，掃
除魚と間違えて近付いてきた魚の鰭を食いちぎる攻撃擬態として有名になった
が，実態は常に鰭かじりをするわけではないことが野外調査で解明されつつある
（☞項目「擬態」）． ［桑村哲生］

図1　ハゲブダイChlorurus sordidus（左），ハナビラウツボGymnothorax chlorostigma（中），ハリセンボン
Diodon holocanthus（右）を掃除するホンソメワケベラ［筆者撮影］


